
第3次文化振興基本計画修正箇所一覧（11/30）

No 章-節 ページ 修正内容 理由

・第二次計画、第三次計画→第2次計画、第3次計画
※漢数字を算用数字に変更

佐賀市総合計画、佐賀市教育振興基本計画において
も算用数字を用いているため。

・文化連盟→佐賀市文化連盟 文化連盟の記載を全て、佐賀市文化連盟とする。

・文化会館→佐賀市文化会館

・様々→さまざま

・さらなる（連体詞）、さらに（副詞）→更なる、更に 常用漢字表による

1 2-1 11 ・年齢別人口の修正 小数点以下の数値誤りを修正

2 2-2 12 本文及び表の修正 企画政策課、図書館の意見を反映

3 2-2 13 ・本文の修正
第4章文化振興の取組、第4節地域に根差した特色あ
る文化のまちづくり【基本目標４】（２）身近な場で文化
に触れることができる場所づくりの内容に合わせる。

4 2-2 15 ・課題の修正 〃

5 2-2 20 ・本文の修正
第4章文化振興の取組、第３節文化財の保存と活用に
よる地域づくり【基本目標３】（２）歴史遺産の保存と活
用との整合性を図る。

6 2-2 21 ・表の件数及び日付の修正、課題の修正
表の日付を付録と同じ令和２年４月３０日現在にする。
課題について、第4章の内容に合わせる。

7 2-2 22

・本文の修正
・佐賀県遺産の件数を１１件→１２件
・馬場家住宅→旧馬場家住宅（市への寄贈による）
・令和元年度「旧百崎家住宅」を追記

歴史・世界遺産課、建築指導課の意見を反映

8 2-2 26 ・本文及び写真の修正 観光振興課、歴史・世界遺産課の意見を反映

9 2-3 32 ・芸術文化→文化芸術 用語を統一する。

10 3-1 41
・質の高い→多様な
・かわそえ佐賀田園の郷ギャラリーの削除

支所移転に伴い、Ｒ３末にかわそえギャラリーは閉鎖さ
れるため記述を削除する。

11 3-2 42 ・質の高い→多様な

12 3-3 43 ・表の修正 第4章文化振興の取組の修正を反映

13 4-1 45 ・本文及び内容の修正
協働推進課の意見を反映
前回策定委員会の反映

14 4-1 46 ・本文及び表の修正 〃

15 4-1 47 ・事業方針、表の修正 〃

16 4-1 48
・本文及び表の修正（追記）
・定住外国人→在住外国人

前回策定委員会の反映
他計画と用語を統一するため

17 4-2 50 ・表の修正　文化連盟→佐賀市文化連盟 〃

18 4-3 52 ・タイトル、表の修正 前回策定委員会における素案に誤りがあったため

19 4-4 55
（３）利用しやすい文化芸術活動の施設などの整備
・本文及び表の修正

企画政策課の意見を反映

20 4-4 56 ・表の修正 歴史・世界遺産課の意見を反映

21 5-2 58 ・タイトル、具体的な取組、本文の修正 前回策定委員会の反映

22 5-2 59 ・本文の修正 〃

23 5-2 60 ・本文、具体的な取組の修正 〃

24 6-1 62 ・本文、表の修正 〃

25 6-2 64
・文章の追加、成果指標の修正、東与賀文化ホールの目
標値の修正

〃

26 付録 75、76 ・社会教育施設一覧の修正

共通

共通

共通

共通

共通
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（３）人口、世帯 

 本市の人口は、平成７年をピークに減少に転じており、平成７年（246,674

人）から令和２年（推計値）（234,128人）までの２５年間に約12,500人が減

少する見込みとなっています。 

 年齢３区分別人口については、年々少子高齢化が進み、令和２年（推計値）時

点で老年人口（65歳以上）が全体の28.4％、年少人口（15歳未満）が13.5％

となっており、少子高齢化が顕著になっています。 

 また、世帯数については一貫して増加し、令和2年（推計値）時点で96,925

世帯となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総人口＞ 

＜年齢（３区分）別人口＞ 

＜世帯数＞ 

（資料：国勢調査） 

人 

世帯 
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第第２２節節  文文化化振振興興のの現現状状とと課課題題  

（１）文化芸術の現状と課題 

① 鑑賞・活動の機会の提供 

 本市には、佐賀市文化会館や東与賀文化ホールなどの文化施設のほか、歴史館や

公民館など多くの施設があり、市民に鑑賞・活動の場が提供されています。これら

の文化施設を利用して、質の高い文化芸術を鑑賞できる機会を設け、市民が身近な

ところで文化芸術に触れることができる場の充実を図っています。さらに近年では、

文化芸術の鑑賞とともに芸術家と一緒に文化芸術活動をする機会を設けるなど、市

民参加型の環境が整えられています。こうした芸術に触れ、イベントなどに参加す

る機会を更に増やすとともに、文化施設などへの交通アクセスや施設の利便性といっ

た利用環境の向上及び充実を図る必要があります。 

 

 

主な文化施設（佐賀市所在） 施設数 

公共ホール等 4 

歴史館等 18 

公民館等（生涯学習センター、コミュニティセンター、コミュニティ施

設、交流広場） 
41 

公立図書館 15 

美術館等（公共施設） 5 

映画館 3 

演劇ハウス（ライブハウス） 4 

能舞台 1 

（令和2年4月1日現在） 

 

 

     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

● 身近に文化芸術に触れることができる機会の提供 

● 文化振興に関するイベントの充実 

● 市民が利用しやすい環境の整備 

課題 
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② 文化施設の利用状況 

 佐賀市文化会館の利用率は、大ホール・中ホール・イベントホールともに約8割、

全体の利用率は約7割となっており、同規模の施設の全国平均と比較しても高くなっ

ています。しかしながら、利用者数は減少傾向にあり、文化芸術活動が積極的に行

われている一方で、文化芸術活動の担い手の減少が懸念されます。また、東与賀文

化ホールは、全体の利用率は全国平均より低くなっているものの、ホールの利用率、

利用者数はともに同規模の施設の全国平均より高くなっています。今後の有効活用

が必要です。 

 佐賀市立図書館では、本館の入館者数は年々減少傾向となっており、年齢層に応

じた利用促進策や図書利用の質的な転換が必要となっています。 

一方、佐賀県立博物館・美術館では、平成30年度は、明治維新150年事業によ

り、大幅に入場者数が増加しています。 

 こうした施設の利用の促進を図るとともにことで、身近なところで利用されてい

ない空きスペース等の利用など、更なる文化交流の場所づくりが求められています。 

 

佐賀市文化会館利用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀市文化会館全体の利用者・利用率 
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佐賀県立博物館利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県立美術館利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 文化施設の利用促進 

● 空きスペース等の利用促進 

課題 

人 

人 

（資料：佐賀県立博物館・美術館） 

（資料：佐賀県立博物館・美術館） 

人 
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（２）文化財などの保存と活用 

① 国・県・市指定文化財 

 佐賀市には、令和２年４月１日現在、国・県・市合わせて２２２件の指定文化財

と５件の登録文化財があります。指定文化財の内訳は、国指定文化財３３件（国宝

１件含む）、県指定文化財６８件、市指定文化財１２１件となっています。 

 これらの指定文化財の保存管理・活用については、国・県・市だけではなく、文

化財の所有者や文化財がある地域の住民とともに考えていく必要があります。 

また、近年甚大な被害をもたらした東日本大震災や熊本地震に鑑み、地震や台風

などの自然災害から文化財を守る対策も必要であるといえます。 

文化財の大切さをより一層理解していただくため、文化財の情報発信が求められ

ます。 

 さらに、地域には保存すべき歴史遺産や伝統文化が多数あることから、これらの

調査・研究や評価を行い、指定文化財への選定の促進を図る必要があります。本市

にとって、重要なものを文化財に指定することで、適切な保存に努める必要があり

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
■見島のカセドリ 

■築地反射炉 

■船塚古墳 
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■佐賀市所在の指定文化財 

種別 国指定 県指定 市指定 合計 

国宝 

 書跡・典籍 １ ― ― １ 

重要文化財 

 建造物 ６ ６ ２１ ３３ 

絵画 ― ７ ５ １２ 

彫刻 ２ ４ １４ ２０ 

工芸品 ５ １１ １２ ２８ 

美術工芸 ― ― ３ ３ 

書跡・典籍 １ ４ ３ ８ 

古文書 ３ ４ ４ １１ 

考古資料 ２ １８ ５ ２５ 

歴史資料 ― ４ ６ １０ 

重要無形文化財 

 工芸技術 ― １ １ ２ 

重要無形民俗文化財 

 無形の民俗文化財 ２ ２ ８ １２ 

重要有形民俗文化財 

 有形の民俗文化財 １ ２ １０ １３ 

史跡、名勝、天然記念物 

 史跡 ７ ５ １７ ２９ 

天然記念物 ３ ３ １１ １７ 

合計 ３３ ７１ １２０ ２２４ 

登録有形文化財 

 建造物 ５ ― ― ― 

 令和２年４月３０日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 文化財の保存・活用における地域全体による支援 

● 文化財の保存管理に関する所有者の意識啓発 

● 文化財指定の促進 の調査・研究や評価の充実 

課題 
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② 指定文化財以外の歴史遺産 

 本市には、各時代を反映した遺跡や各地域で受け継がれる伝統芸能、古くから伝

わる祭り、景観など、文化財指定を受けていない歴史遺産が数多く分布しています。

その中で、歴史的建造物については、「環境遺産」と位置付け、主に長崎街道沿いの

建造物について昭和63年度から平成５年度にかけて調査を行い、家屋内部調査を実

施した82棟を含む286棟の歴史的建造物の存在が確認されています。 

 しかし、平成21年度の環境遺産の追跡調査では、そのうちの161棟が取り壊さ

れ、平成２９年度の調査では、さらに３０棟が取り壊されています。重要な歴史遺

産、特に建造物などは、所有者だけではその保存や管理が難しいことから、保存の

支援が必要であり、また、地域での活用なども求められています。 

 さらに、こうした数多くの歴史遺産を保存、継承していくために、大学や研究機

関などとも連携しながら、適切な保存や資源の有効活用を図っていく必要がありま

す。 

 また、県において、22世紀に残していくべきものとして、「佐賀県遺産」に認定

し、その保存、活用を支援するため、「22世紀に残す佐賀県遺産」制度を実施して

います。本市では、この佐賀県遺産として、「野中烏犀圓（建物）」や「旧馬場家住

宅」「山口亮一旧宅」など1２件の認定を受けています。 

 数多くある歴史遺産を、先人から受け継いだ価値あるものと認識し、次の世代へ

とつないでいくためには、市民一人ひとりが歴史文化に対する意識を強めていく必

要があります。 

 

■佐賀県遺産（佐賀市） 

平成17年度認定 「野中烏犀圓（建物）」「旧馬場家住宅」 

平成18年度認定 「山口亮一旧宅」 

平成20年度認定 「旧久富家住宅」 

平成21年度認定 「東与賀の干潟を望むシチメンソウ群生地」 

平成22年度認定 

 

「佐賀市歴史民俗館（旧福田家）（旧古賀銀行）（旧古賀家） 

（旧三省銀行）（旧牛島家）」 

平成24年度認定 「旧森永家住宅」 

令和元年度認定 「旧百崎家住宅」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 所有者への支援制度の充実 

● 大学・研究機関との連携 

● 市民の歴史文化に対する意識の向上 

課題 

■野中烏犀圓 
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⑥ 観光資源としての活用 

 本市には、佐賀城跡を中心とした城下町、長崎街道、佐賀市歴史民俗館、大隈重

信記念館をはじめ幕末から明治、大正にかけての歴史ロマンあふれる歴史遺産があ

ります。それらの整備を行い、今では市内外から多くの観光客が訪れています。そ

の他にも、平成27年5月に国際的に重要な湿地としてラムサール条約湿地に登録さ

れた「東よか干潟」に広がるシチメンソウの群生地、山間部の景勝地など、大自然

にも多くの観光客が訪れています。 

 今後は、日本最古の湿地性貝塚である史跡「東名遺跡」や世界文化遺産「明治日

本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の構成資産である「三重津海軍

所跡」などの重要遺跡の整備活用を進め、それらを核として市全域に濃密に分布し

ている文化財を線や面で結び、観光資源としての活用も図っていく必要があります。 

 さらに、それぞれの文化財への案内サインの整備や交通機関の利便性向上を図る

などの取り組みを行っていく必要があります。をするなど、各施設を訪れやすい環

境を整える必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 濃密に分布する文化財の活用 

● 石造物など、特色ある文化財の活用 

● 観光振興のための整備 

課題 

■ボランティアガイドによる三重津海軍所跡の現地案内 
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④ 次世代を担う人材育成 

 次世代を担う人材育成については、歴史・伝統文化の継承のために重視すべき取

り組みも、文化芸術に関して重視すべき取り組みも「鑑賞の機会の提供」が最も多

くなっています。また、鑑賞だけではなく学び、体験できる機会の提供も重視され

ています。今後とも鑑賞の機会の提供とともに内容の充実を図っていくことが求め

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化芸術に関して重視すべき取り組みについて 

■歴史・伝統文化の継承のために重視すべき取り組みについて 
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第第１１節節  計計画画のの基基本本理理念念  

 本市には、佐賀市文化会館、東与賀文化ホールをはじめとする多様な文化施設があ

り、そこでは、多くの市民が質の高い多様な文化芸術の鑑賞や文化芸術活動を行って

います。佐賀出身者の活躍は近代美術分野でも顕著であり、支所に開設した「かわそ

え佐賀田園の郷ギャラリー」では、地元出身者の常設展示のほか市民の活用により地

域と芸術とのつながりを深めています。 

 また、市民による文化芸術活動では、佐賀市文化連盟をはじめ市民文化団体や個人

などによるそれぞれの活動があり、次世代への発展的継承が期待されています。地元

学生らによる中心市街地をアートで彩るイベントなど、多様な文化芸術活動の基盤が

できつつあります。 

代表的な歴史遺産には、日本最古の湿地性貝塚である縄文時代の「 東 名
ひがしみょう

遺跡」を

はじめ、城下町佐賀を潤してきた「石井樋」、「佐賀城跡」、幕末・明治に活躍した佐賀

の先人にゆかりのある史跡、そしてわが国の近代化のさきがけとなった「築地
つ い じ

反射炉

跡」や「三重津海軍所跡」をはじめとする産業遺産などがあります。平成３０年に明

治維新１５０年を迎えるにあたり、佐賀が誇る歴史や偉業をあらためて意識すること

で、郷土を大切にしようとする機運が高まっています。 

 また、無形の文化遺産に佐賀市独特の「浮立」や九州唯一の「田楽」などの民俗文

化財が多数継承されています。このほか、「徐福」や「鑑真」のような言い伝えや伝説

といった伝承遺産や「葉隠」に求められる精神文化は、佐賀の歴史文化の奥行きを更

に深いものにしています。 

 これらの文化資源を受け継ぎ、また、文化に触れ、創作活動を行うことで、豊かな

人間性を涵養し、感性や創造力を育み、そして、地域文化として後世に伝えていくよ

う、更なる本市の個性ある文化の伸展をめざして、「佐賀市文化振興基本計画」の基本

理念を次のように掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな人間性を育み、 

創造性あふれる佐賀文化の振興 



 

42 

第第２２節節  計計画画のの基基本本方方針針  

１ 基本方針・基本目標 

 基本理念である「豊かな人間性を育み、創造性あふれる佐賀文化の振興」を実現

していくため、「人づくり」「まちづくり」の視点から、「文化を『創る』、『伝える』、

『支える』人づくり」と「個性あふれる文化のまちづくり」の２つを基本方針とし

て設定します。 

 また、先に示した文化振興の課題を解決するため、４つの基本目標を設定します。 

 

基本方針  文化を「創る」、「伝える」、「支える」人づくり 

 文化の振興を図るには、次世代の育成や子どもの文化芸術活動の充実が必要です。

そのため、文化芸術活動を推進し、家庭や社会において、文化芸術に触れ、学ぶこ

とができる機会の創出を進めます。また、市民によるさまざまな文化芸術活動を支

援し、いきいきと文化芸術活動を行い、文化を通した人づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針      個性あふれる文化のまちづくり 

 自然や歴史、民俗文化など地域に根差した資源を保存、継承し、魅力ある文化の

まちづくりへの活用を進めます。そして、文化活動による地域活性化をめざします。

また、身近なところで質の高い多様な文化芸術に触れることができる環境を整備し、

個性あふれる文化のまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 文化を通じた人づくり 

基本目標２ 多様な文化芸術活動が行えるしくみづくり 

基本目標３ 文化財の保存と活用による地域づくり 

基本目標４ 地域に根ざした特色ある文化のまちづくり 
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第第３３節節  計計画画のの構構成成  

 

基本理念 基本方針 基本目標 事業方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
佐
賀
文
化
の
振
興 

1.文化を通じた人づくり 

2.多様な文化芸術活動が

行えるしくみづくり 

3.文化財の保存と活用に

よる地域づくり 

4.地域に根ざした特色ある

文化のまちづくり 

・ 子どもたちの豊かな感性の育

成 

・ 文化振興の担い手の育成 

・ 誰もが文化に親しめる機会の

提供 

・ 国際交流と多文化理解の推

進 

文
化
を

「創
る
」、
「伝
え
る
」、 

 
 
 

「支
え
る
」
人
づ
く
り 

個
性
あ
ふ
れ
る 

文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

・ 文化振興財団との連携 

・ 文化団体、 ＮＰＯ、ボランティ

アなどへの支援 

・ 文化を伝える、支える人への支

援 

・ 地域における伝統文化の継承

支援 

・ 歴史遺産の保存と活用 

・ 文化情報の発信 

・ 身近な場で文化にふれることが

できる場所づくり 

・ 利用しやすい文化芸術活動の

施設などの整備 

・ 観光資源としての活用推進 

・ 企業、大学との協働による文

化振興 
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第第１１節節  文文化化をを通通じじたた人人づづくくりり【【基基本本目目標標１１】】  

（１）子どもたちの豊かな感性の育成 

文化は、子どもたちの感性や創造力を育むために重要なものです。本市の将来を

担う子どもたちが、豊かな社会を築いていくためには、豊かな感性を育む必要があ

ります。そのため、学校や地域、ＮＰＯと協力し子どもたちが文化芸術や歴史に・

芸術を鑑賞する機会や触れる機会の提供に努めます。また、学校や地域と連携し、

文化芸術や歴史・芸術鑑賞などを取り入れた教育を促進します。 

 

 

主な取組 内容 

子どもの文化芸術鑑賞の推進  子どもたちの豊かな感性を育むため、質の高い多様な文

化芸術を鑑賞できる機会を提供します。 

学校における郷土学習の取組へ

の支援 

 子どもたちが、佐賀の歴史や伝統文化を学び郷土に誇り

や愛着を持つてるよう、「総合的な学習の時間」などを利

用した出前授業や講座を実施します。 

学校における文化芸術の取組へ

の支援 

 子どもたちにが文化芸術活動のすばらしさを訴え感じ、

文化芸術への関心を高めるためられるように、文化芸術活

動団体や芸術家などと連携して、ワークショップなどを取

り入れた学校へのアウトリーチ活動を実施し、創造体験の

機会を提供します。 

教育関係者が多様な文化芸術や

歴史を学ぶ機会の提供 

 子どもたちがより多くの文化芸術や歴史に触れられるよ

う、まずは教育関係者が多様な文化に親しみ、理解を深め

る機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■東名遺跡の出前授業（市内小学校） 
 

■学校へのアウトリーチ事業 
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（２）文化振興の担い手の育成 

 本市の文化を振興していくためには、文化に関心がある市民とともに、多くの市

民が関心を持って、文化に触れ、活動を行っていく基盤づくりが必要となります。

本市では、数多くのさまざまな文化芸術活動や伝統芸能等が行われ、文化に関する

講座なども行われています。これらの活動や講座などに、より多くの市民が参加し、

活動していくことができるよう働きかけ取組みます。 

主な取組 内容 

文化芸術活動や講座、地域の

伝統行事伝統芸能などへの参

加促進 

 文化の担い手の裾野を広げていくために、文化芸術活動

や講座、佐賀市民芸術祭伝統芸能などへの参加を促進しま

す。 

また、子どもや若者たちを含め多くの人たちが地域の祭

りや伝統行事文化に積極的に参加できるよう、日頃から地

域の人との交流を促し、文化活動に取り組むきっかけをつ

くります。 

文化の担い手の後継者育成に

つながる支援 

 伝統芸能や生活文化、また、地域固有の伝統文化や文化

財といったさまざまな文化を将来に伝えていくため、後継

者担い手の育成につながるきめ細やかな支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■佐賀市民芸術祭 

■市川の天衝舞浮立 
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（３）誰もが文化に親しむめる機会の提供 

 本市では、多くの市民が幅広い分野の文化に触れ、豊かな感性を育んでいくため

に、各文化施設で文化に親しめる鑑賞の機会を提供しています。おり、今後も市民

のニーズを把握しながら充実を図ります。文化に親しむ鑑賞の機会については、さ

まざまな分野における鑑賞機会の充実や市民のニーズにあった機会を提供していき

ます。また、鑑賞以外にも、親子や家族などで学習や体験といった活動を行うこと

ができるような場の提供に努めます。 

主な取組 内容 

佐賀市文化振興財団や各文化

施設の自主企画による催しの

充実 

 幅広い文化に触れることができるよう、さまざまな分野

の鑑賞や体験の機会を提供します。 

子どもや若者、高齢者まで、

幅広い世代への文化芸術に親

しめる機会と場の提供 

 佐賀市民芸術祭などのイベントで市民のニーズにあった

企画を実施し、幅広い世代に向けて、また障がいの有無や

国籍に関わらず、さまざまな分野の鑑賞や体験の機会を提

供します。 

 小学校や公民館などを利用し、親子や家族で、また、子

どもや若者が地域の大人たちとさまざまな体験ができるよ

う、環境づくりを促進します。 

佐賀市の文化人材登録制度の

活用と充実 

市民が文化芸術に親しめる環境づくりを進めるため、市

内で文化芸術活動を行う団体及び個人の情報を集積し、市

民に人材の情報の公開及び周知を図ります。 

さまざまなメディアを用いた

情報の提供 

広報誌やＳＮＳ等を市民のニーズに合わせたメディアを

活用し、文化に親しめる機会の提供のための情報発信を行

います。 
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（４）国際交流と多文化理解の推進による異文化交流の促進 

 あらゆる分野における国際化・グローバル化の進展にともない、多くの国の文化

に触れる機会が増大しています。その中において、それぞれの国の文化を尊重し、

受け入れることができる柔軟な心を育むため、姉妹都市や友好都市との交流をの充

実を図ります。させます。また、学校教育や地域の身近な場で、オンライン等も活

用しながら、多くの国の文化を学習・体験し、する機会の提供に努めます。また、

増加傾向にある在住外国人に対しても情報発信を行うことで、多文化への理解の促

進推進に努めます。 

 

主な取組 内容 

姉妹都市・友好都市との交流

の充実 

 各姉妹都市・友好都市との中学生や高校生の相互派遣を

行います。 

学校教育での多文化理解の推

進異文化理解の促進 

多文化に触れる機会の提供 

外国語教育や外国からの修学旅行生国際交流員や在住外

国人との交流を通して、多文化に触れる機会や学習の機会

を持ち、異文化理解を促進します。提供します。 

異文化に触れる機会の提供 

多様な文化に触れる機会の提

供 

 海外諸地域の歴史や生活、習慣などを学習する講座を開

設します。し、多様な文化に触れる機会を提供します。 

佐賀の文化に触れる機会の提

供 

 外国の方に向けて、佐賀の文化などを紹介する講座を開

設し、文化に触れる機会を提供します。 

在住外国人に対しての情報の

提供 

 在住外国人に対して、生活に必要な情報を提供し、また、

地域活動への積極的な参加を促します。 
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（２）文化団体、ＮＰＯ、ボランティアなどへの支援 

 本市では、数多くの団体や個人などにより、様々さまざまな文化芸術活動が行わ

れており、います。これらの活動は、本市の文化を向上させ、文化の重要性や意義

を市民に広く周知していく重要な役割を担っています。そのため、文化芸術活動を

行う団体などが、その役割を果たすことができるよういることから、活動を行いや

すい環境の整備に努めます。また、活動団体への加入促進の支援や、その活動負担

を少しでも軽減できるようをより効果的に行うため、文化ボランティアの育成に努

めます。 

 

主な取組 内容 

文化ボランティア活動の推進  さまざまな文化行事を行う上で、企画や運営に多くの

市民が文化ボランティアとして参加できるよう支援しま

す。調査・研究を進めます。 

佐賀市文化連盟への加入促進 総合的な文化芸術活動を行っている佐賀市文化連盟の

会員募集のための活動を支援します。 

文化芸術活動への支援 
 市民のが文化芸術活動に対して、支援を行うためのさ

まざまな情報の収集・提供を行います。 

文化芸術活動団体などの情報発

信 

 文化芸術活動をより活発化するために、様々さまざま

な文化芸術活動をしている団体や文化教室の情報を市民

へ発信します。 

 

（３）文化を伝える、支える芸術家、専門家人への支援 

 本市の文化を高め、広く文化を発信していくことができる人たちを支援し、芸術

家や専門家が、評価され、市民に周知できる環境の整備に努めます。 

 

主な取組 内容 

顕彰制度の充実  文化芸術活動の活性化や積極的な文化芸術活動への参加

を促すため、顕彰への支援を図ります。 

発表の機会の提供 

 

 芸術家や専門家の活動意欲の向上を図り、更なる発展につ

なげるため、佐賀市民芸術祭の企画や文化人材登録制度など

を充実させ、さまざまな発表の機会を提供します。 
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（２）歴史遺産の保存・継承と整備・活用 

 本市には、所在する数多くの歴史遺産があります。について、歴史遺産の調査や・

研究や評価を適切に行い、文化財の適切な保護保存に努めます。また、佐賀城跡、

東名遺跡、三重津海軍所跡などのをはじめとする歴史遺産を、地域の宝として、積

極的に情報発信し、活用を図るため、必要な施設の整備に加え、耐震対策や防火対

策などの防災に関する取り組みを行います。さらに、これらの歴史遺産の大切さを

市民に理解してもらいうことで、地域での管理や活用の促進を図ります。にも取り

組みます。さらに、県と連携しながら、明治維新１５０年事業にも取り組んでいき

ます。 

主な取組 内容 

文化財の調査・研究や評価の

充実 

 歴史遺産や伝統文化の調査・研究や評価などを行い、指定

文化財の増加を図り、本市にとって重要なものを文化財に指

定し、適切な文化財保護保存に努めます。 

 また、佐賀城や幕末佐賀藩の近代化産業遺産についてはの

発掘調査や文献調査を実施し、史実の解明に努めます。 

文化財の公開・活用の充実 発掘調査現地説明会や企画展、シンポジウムなどを行い、

文化財を広く公開・活用していきます。 

埋蔵文化財センターの整備 

東名遺跡の史跡整備、埋蔵文

化財センターの整備 

市内の発掘調査で出土した遺物の適切な保管と展示、遺跡

や遺物を活用した体験学習や情報発信などの機能を一体的に

持つ埋蔵文化財センターの整備を検討します。 

東名遺跡の史跡整備の一環として、ガイダンス施設の整備

を行います。なお、この施設は、佐賀市内各地から出土して

いる遺物を保存・活用できる埋蔵文化財センターとしての機

能を兼ね備えた複合施設として整備します。 

遺跡、史跡などの保存と整備  本市に数多くある遺跡や史跡の適切な保存・整備を行って

いきます。 

地域住民への文化財の周知や

協力の体制づくり、文化財所

有者への保存管理意識の啓発 

 歴史と伝統に培われた貴重な文化歴史遺産を末永く後世に

伝えるためには､地域住民の文化財に対する理解が必要であ

り、す。そのための、適切な情報発信に努めます。るととも

に、所有者及び地域住民の協働意識の醸成を図り、防犯・防

災なども含め文化財の適正な保存管理意識の向上に努めます 

地域での文化財保護の協力体

制づくり 

 地域の歴史遺産の保存・継承のため、所有者及び地域住民

の協働意識の醸成に努めます。また、将来に語り継いでいき

たい歴史スポットの選定などを協働で行います。 

歴史的景観資源所有者への支

援 

 貴重な歴史的景観資源の保存と活用のため、歴史的建造物

の所有者などへの支援に努めます。 
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（２）身近な場で文化にふれることができる場所づくり 

 市民が、誰でも、いつでも、どこででも文化に触れ、特色ある文化のまちづくり

を行っていくために、身近な場所で文化芸術活動が行える環境の整備に努めます。

公民館や既存施設の空き部屋といった場を活用し、気軽に文化芸術活動を行える場

所を提供します。 

 また、街なかやそれぞれの地域で文化に関するイベントなどを実施し、地域活性

化に努めます。 

主な取組 内容 

既存施設の利活用促進  気軽に文化に触れる機会を提供するために、文化活動の

できる既存施設の情報を市民に発信し、利活用の促進につ

なげます。また、市民のニーズを把握し、支所の空き部屋

など空きスペースの活用を図ります。 

歴史文化講座の開設実施 

 

 出前講座などの機会を捉え、市民のニーズに応えた歴史

文化講座を開設実施することで、多くの市民に文化に触れ

る機会の提供を行います。 

街なかなどでの文化交流の推

進 

商店街などでの芸術家の作品発表など、商店街または地

域との連携を図り、街なかなどで文化による市民交流を図

ります。 

市民の交流の中心である街なかなどで文化に触れる機会

を提供し、交流の促進を図ります。 

（３）利用しやすい文化芸術活動の施設などの整備 

 多くの市民が文化芸術の鑑賞や活動を行うときに、利用しやすいよう施設、交通

アクセスなどの充実向上に努めます。 

主な取組 内容 

文化施設の整備・充実  障がいの有無や国籍に関わらず、誰もが文化施設を利用

できるように、施設の整備・運用を行い、発表や鑑賞の機

会を提供します。 

 また、施設の利用等に際しては、利用者目線で必要な情

報の提供を行えるよう施設の整備に努めます。 

 また、満足して文化施設を利用してもらえるよう、職員

の研修や意識の向上に努めます。 

各文化施設への交通アクセス

の充実向上 

 市営バスや各種交通機関の有効利用に向け、柔軟な対応

ができるよう働きかけを行います。 

 来訪者が目的の文化施設へスムーズに行くことができる

よう、交通事業者と連携して利便性向上に努めます。 
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（４）観光資源としての活用推進 

 指定文化財とあわせ、本市に分布している歴史遺産を広く市内外へ周知を図り、

観光資源としての活用に努めます。そのための環境整備を行い、観光客誘致につな

げます。 

主な取組 内容 

世界遺産などの積極的な活用 

 

 「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産

業」の構成資産の一つである三重津海軍所跡等を観光資源

として活用を図りるため、関連施設である佐賀城本丸歴史

館との連携や他の産業遺産（築地反射炉跡、精煉方跡、多

布施反射炉跡）とも関連づけた情報発信をや活用を行いま

す。 

案内サインの整備  市内にある指定文化財などを市民や観光客にわかりやす

く紹介するために、観光ルートを意識した案内サインの整

備を計画的に行います。 

歴史・文化案内人の育成  市民や観光客に、市の歴史・文化を広く紹介し、その魅

力を発信していく歴史・文化案内人などの育成を行います。 

文化財を中心とするモデル

コースの設定 

 市民や観光客のニーズに合わせ県や近隣自治体とも連携

した文化財歴史遺産などを見て回れるモデルコースの設定

を行います検討します。 

（５）企業、大学との協働による文化振興 

 本市には、多くの企業、複数の大学があります。地域における産・学・官・民の

持つノウハウは、文化を振興するために必要貴重な資源となります。高い技術をもっ

た企業や大学と連携を強化することで、本市の文化の向上を図ります。また、文化

の分野との交流により地域産業の活性化を図ります。 

主な取組 内容 

伝統産業の活性化 
 伝統産業の価値を広く紹介し、することで、保存と継承

を図り、地域の活性化を図ります。につなげます。 

地域産業の活性化 
 芸術家たちと産学官民との交流により、地元産品の開発

や人材の交流などによる、地域産業の活性化を図ります。 

文化財の研究や保存に向けた

企業や大学との協力協働 

 企業や大学などと連携を図り、文化財の調査・研究や保

存を行う体制づくりに努めます。また、本市には複数の大

学があり、文化活動に取り組む学生などと協力して、文化

の振興を図ります。 

大学との協働による文化振興 
 本市には複数の大学があり、文化活動に取り組む学生や

大学と協力して、文化の振興を図っていきます。 
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第第１１節節  重重点点事事業業のの位位置置づづけけ  

 本計画の基本理念である「豊かな人間性を育み、創造性あふれる佐賀文化の振興」

の実現に向け、取り組みの中から早急に実施すべき優先度の高いものや取り組むべ

き民意の高いものを重点事業として設定し、計画実現の方向性、具体策などを示し

ていきます。 

 この重点事業は、計画を実効性あるものとし、より現実味を帯びた佐賀市の文化

振興の将来展望を導くものとなります。 

 

 

第第２２節節  重重点点事事業業のの内内容容  

（１）次世代につなぐ人材育成支援プログラム 

 子どもや若者たちに向け幅広い世代に向けて、また障がいの有無や国籍に関わら

ず、さまざまな団体に対して、歴史・伝統文化の継承や文化芸術に関して、鑑賞、

体験、学びができる機会を提供することで、次世代を担う人材育成を支援します。 

 将来の文化の担い手となる子どもや若者たち人々が、感動したり、研鑽を積む機

会を増やしすことで、佐賀市の未来の文化振興につなげます。 

 

  ■具体的な取組（例） 

・さまざまな団体や学校と連携した文化芸術のアウトリーチ事業や文化芸術招待事業の実施 

・文化芸術活動を行う子どもや若者人々が一流のアーティストと交流し学ぶ機会の提供 

・学校と連携した文化財などの出前授業の実施やインターンシップ（就業体験）の受入れ 

・文化財などを市民や観光客に紹介するボランティアガイドの育成支援 

・オンライン等を活用した文化芸術の情報発信       

・佐賀市文化連盟など市内で活動する団体などへの支援             など 

  

（２）無形民俗文化財の記録・保存 

 浮立や田楽などの無形民俗文化財のうち、佐賀市内では12件が指定文化財になっ

ています。これらは古くから伝承されているもので、地元住民の方々によって保存・

継承されています。しかし、近年、本来の祭りのあり方や芸能の所作などの伝承が

危ぶまれています。このような状態を解消し状況下において、無形民俗文化財を適

切に継承・保存していくために、正確な映像記録の保存作成をはじめ、行っていき

ます。 さまざまな支援策を講じていきます。 
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■具体的な取組（例） 

・無形民俗文化財の調査、研究 

・無形民俗文化財の映像記録作成                        

・無形民俗文化財への支援 

・無形民俗文化財の情報発信                       など 

（３）文化財の調査・研究・公開の充実 

幕末佐賀藩の近代化産業遺産の保存と活用の推進 

 歴史遺産や伝統文化の調査・研究などを行い、文化財指定を促進し、適切な文化

財保護に努めます。 

 また、広く周知するため、文化財などの公開・活用の方法、場所の確保に向けた

検討を行います。 

 三重津海軍所跡をはじめとする幕末佐賀藩の近代化産業遺産の発掘調査・文献調

査を行います。その成果を基に、遺跡の適切な保存に努めるとともに、情報発信を

行いながら、活用策を検討します。 

■具体的な取組（例） 

・歴史遺産や伝統文化の文化財指定の推進 

・佐賀城や幕末産業遺産幕末佐賀藩の近代化産業遺産に関する発掘調査・文献調査の推進 

・発掘調査現地説明会の積極的な実施と市の施設等公民館や支所を利用した出土遺物の公開 

・東名遺跡や三重津海軍所跡などの活用に向けた史跡整備やガイダンス施設の検討 など 

（４）埋蔵文化財センターの整備 東名遺跡の史跡整備及び埋蔵文化

財センターの整備 

 約8,000年前の湿地性貝塚である東名遺跡は、現地に良好な状態で保存されてい

ます。東名遺跡への理解を深めるために、現地の整備とともに、ガイダンス施設の

整備を行います。ガイダンス施設では、東名遺跡から大量に出土している日本最古

級の編みかごや木製品などの遺物を展示します。 

一方、佐賀市内各地から、毎年のように出土している貴重な遺物については、展

示ができる施設がなく、その遺物のほとんどが保存されるだけとなっています。 

この問題を解消するために、ガイダンス施設を埋蔵文化財センターとしての機能

も兼ね備えた複合施設として整備することで、東名遺跡の遺物とともに市内各地の

遺物についても、保存・活用を行います。 

 佐賀市は埋蔵文化財の宝庫であり、毎年のように発掘調査で貴重な遺物が出土し

ています。しかし、展示・活用できる施設がないため、これらの遺物のほとんどが

保管されるだけになっています。また、約8,000年前の湿地性貝塚である東名遺跡

からは、編みかごや木製品などの日本最古級といわれる遺物が多量に出土していま
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す。これらは日本の生活文化の源流を考える上でも重要な遺物であることから、適

切な保管・展示・活用ができる埋蔵文化財センターの整備を検討します。 

■具体的な取組（例） 

・東名遺跡の史跡整備の推進 

・埋蔵文化財センターとしての機能を兼ね備えたガイダンス施設の整備の推進 

・埋蔵文化財センターの整備に向けた検討                  など 

（５）文化施設の整備･活用 

 長い間市民の文化振興の場として親しまれてきた市民会館が、老朽化や耐震性の

問題などから平成28年４月以降使用ができなくなり、近年利用者が増加している佐

賀市文化会館や東与賀文化ホールについての利用が増えている状況の中、文化に関

するアンケートでは、市民や文化団体からの「文化施設の整備」を求める声が多く

なっています。市有の文化施設をはじめとした市内所在の施設の利活用を促進し、

また佐賀県が推進するSAGAサンライズパークの整備と連携した佐賀市文化会館の

改修を推進することで、市民が利用しやすい環境の整備に努めます。 

 新型コロナウイルス感染症拡大後の「新しい生活様式」の中においても、今後も

さまざまな感染症対策を行いながら、多くの人が人々が交流し、活発な文化活動を

行うことができるよう、文化施設の整備・活用について検討し、取り組んでいきま

す。 

■具体的な取組（例） 

・佐賀市文化会館、東与賀文化ホールの施設、設備改修の推進 

・ＳＡＧＡサンライズパーク整備と連携した佐賀市文化会館の改修推進 

・施設における案内表示等の多言語化をはじめとするユニバーサルデザインの推進 

・さまざまな文化鑑賞の機会等の提供による文化芸術に親しめる場の創出 

・市内の文化施設の情報提供、案内 

・地域の文化団体の活動（練習）拠点となりうる場所の検討 

・今後の文化施設のあり方検討                      など 
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第第１１節節  計計画画のの推推進進体体制制  

（１）行政内部及び関係団体等との連携・協力 

 文化振興がまちづくりの一つの視点となる中、行政内部では、主務担当課を中心

に庁内の関係部課署との連携体制を築き、協力しながら本計画の推進を図ります。 

 また、佐賀市民の文化活動を促進し、さまざまな取り組みを実現する上では、関

係団体や文化活動に取り組む企業、個人との連携・協力が重要です。関係団体の中

でも、佐賀市文化振興財団とは、文化芸術の振興の面において、活動の場の提供、

鑑賞機会の提供といった実務を担う団体として密に連携を図っていきます。 

このように、行政、関係団体、企業、学校、市民がともに連携・協力しながら本

計画を推進し、佐賀文化の振興に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化活動の推進 

行政 

佐賀市役所 

佐賀市教育委員会 

・施策の展開 ・計画の推進 

・取り組み内容に応じた関係部

課との横断的な連携 

     

    

 

 

 

・自主文化活動  

・各文化活動 等 

 

連携 

・佐賀市文化振興財団 

・学校 

・企業 

・個人 

・団体 ・佐賀市文化連盟 
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第第２２節節  数数値値目目標標のの設設定定  

（１）市民の文化に対する意識の向上 

本計画の推進のため、市民の文化に対する意識の向上を図る数値目標を設定してい

ます。数値目標については、本計画の上位計画である第４次佐賀市教育振興基本計画

の成果指標と同一のものとし、その目標値（令和6年度）を掲載しています。 

また、本計画における目標値（令和7年度）については、計画策定時点（令和２年

度）において、新型コロナウイルス感染症の拡大が続き、収束の見通しが立たないこ

とから、令和6年度と令和7年度の数値目標を同じ割合にしています。 

 

成果指標 

基準値 現 在 目標値 
本計画 

目標値 

平成30年度 令和元年度 令和6年度 令和7年度 

市内で開催された歴史関連のイベントや活動に 

参加または自ら取り組んだ市民の割合 
24.6％ 14.9％ 25.0％ 25.0％ 

市内で開催された文化芸術関連のイベントや 

活動に参加または自ら取り組んだ市民の割合 
41.5％ 35.7％ 50.0％ 50.0％ 

市内の文化財は、適切に保存・活用されている 

と思う市民の割合 
44.6％ 47.8％ 52.0％ 52.0％ 

文化芸術に触れる機会が充実していると思う 

市民の割合 
46.3％ 45.6％ 50.0％ 50.0％ 

 

（２）市民の文化的な行動に対する数値目標 

 佐賀市文化会館及び東与賀文化ホールは、佐賀市の文化活動の中心となる施設で

す。両施設の入場者数を市民の文化的な行動に対する数値目標として設定していま

す。 

 

成果指標 

基準値 本計画目標値 

令和元年度 令和7年度 

佐賀市文化会館の入場者数 381,636人 400,000人 

東与賀文化ホールの入場者数 56,468人 57,000人 
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（６） 社会教育施設等 

 

 

 

社会教育施設一覧
令和２年１０月１日現在

【１】公民館

形態 面積 形態 面積 形態 面積

481.38㎡ 和室(70畳) 152.40㎡ 和室(12畳) 28.71㎡ 181.11㎡ 25.88㎡ 43.89㎡ 43.30㎡ 153.24㎡

本館 474.05㎡ 洋室 152.40㎡ 和室(12畳) 28.71㎡ 本 181.11㎡ 25.88㎡ 43.89㎡ 43.30㎡ 145.91㎡

別館 120.15㎡ 和室(21畳) 36.86㎡ 洋室 36.86㎡ 別 73.72㎡         46.43㎡

計 594.20㎡ 計 254.83㎡ 25.88㎡ 43.89㎡ 43.30㎡ 192.34㎡

685.94㎡ 洋室 242.40㎡ 和室(30畳) 65.52㎡ 洋室 18.20㎡ 326.12㎡ 29.68㎡ 53.62㎡ 42.93㎡ 193.59㎡

787.39㎡ 洋室 140.00㎡ 和室(20畳) 53.40㎡ 193.40㎡ 35.00㎡ 49.00㎡ 49.00㎡ 411.99㎡

751.26㎡ 洋室 134.43㎡ 洋室 45.36㎡ 和室(18畳) 40.16㎡ 219.95㎡ 31.25㎡ 57.02㎡ 54.32㎡ 338.52㎡

639.84㎡ 洋室 124.86㎡ 和室(17.5畳) 33.66㎡ 洋室 40.01㎡ 198.53㎡ 70.13㎡ 51.66㎡ 52.65㎡ 220.25㎡

877.73㎡ 洋室 130.80㎡ 和室(21畳) 36.30㎡ 洋室 38.90㎡ 206.00㎡ 53.00㎡ 57.90㎡ 52.10㎡ 466.93㎡

680.67㎡ 洋室 132.50㎡ 和室（20畳） 38.92㎡ 洋室 34.78㎡ 206.20㎡ 69.56㎡ 57.17㎡ 52.17㎡ 252.51㎡

本館 509.59㎡ 洋室 135.00㎡ 和室(16畳) 41.00㎡ 本 176.00㎡ 30.00㎡ 48.00㎡ 49.50㎡ 172.09㎡

別館 146.68㎡ 洋室 126.50㎡ 別 126.50㎡ 20.18㎡

計 656.27㎡ 計 302.50㎡ 30.00㎡ 48.00㎡ 49.50㎡ 192.27㎡

706.44㎡ 洋室 180.00㎡ 和室(32畳) 63.72㎡ 洋室 29.70㎡ 273.42㎡ 71.82㎡ 56.00㎡ 46.71㎡ 204.49㎡

589.21㎡ 洋室 180.40㎡ 和室(30畳) 63.81㎡ 洋室 23.04㎡ 267.25㎡ 28.80㎡ 51.84㎡ 39.60㎡ 163.16㎡

772.40㎡ 洋室 140.28㎡ 和室(20畳) 44.20㎡ 洋室 34.99㎡ 219.47㎡ 70.00㎡ 47.99㎡ 48.00㎡ 338.94㎡

704.50㎡ 洋室 171.00㎡ 和室(20畳) 48.00㎡ 洋室 28.00㎡ 247.00㎡ 70.00㎡ 49.00㎡ 62.20㎡ 223.90㎡

622.54㎡ 洋室 140.00㎡ 和室(24畳) 38.16㎡ 洋室 27.90㎡ 206.06㎡ 70.00㎡ 52.00㎡ 46.62㎡ 205.55㎡

634.44㎡ 洋室 132.49㎡ 洋室 40.58㎡ 和室(12畳) 19.87㎡ 192.94㎡ 35.32㎡ 57.97㎡ 49.67㎡ 303.22㎡

608.72㎡ 洋室 145.80㎡ 和室(15畳) 34.02㎡ 179.82㎡ 29.16㎡ 51.03㎡ 40.05㎡ 271.94㎡

779.14㎡ 洋室 144.28㎡ 洋室 40.58㎡ 和室(12畳) 26.50㎡ 211.36㎡ 28.98㎡ 52.17㎡ 49.27㎡ 397.61㎡

578.41㎡ 洋室 140.77㎡ 洋室 42.03㎡ 和室(１２畳) 19.87㎡ 202.67㎡ 32.18㎡ 51.82㎡ 56.28㎡ 396.99㎡

607.39㎡ 洋室 131.60㎡ 和室(20畳) 48.36㎡ 洋室 29.25㎡ 209.21㎡ 70.40㎡ 48.00㎡ 54.00㎡ 181.42㎡

515.06㎡ 洋室 93.99㎡ 洋室 28.93㎡

132.10㎡ 洋室 56.28㎡ 洋室 35.82㎡

和室(21畳) 49.65㎡ 洋室 35.69㎡

和室(21畳) 49.65㎡ 洋室 32.16㎡

洋室 33.57㎡

和室（39畳） 73.00㎡ 洋室 34.00㎡

洋室 66.00㎡ 洋室 20.00㎡

洋室 63.00㎡ 洋室 20.00㎡

洋室 47.00㎡

春日北公民館 731.88㎡ 洋室 122.43㎡ 洋室 46.37㎡ 和室（20畳） 38.92㎡ 207.72㎡ 54.65㎡ 53.83㎡ 371.80㎡

川上公民館 359.19㎡ 洋室 132.50㎡ 洋室 30.74㎡ 163.24㎡ 49.27㎡ 126.92㎡

724.14㎡ 洋室 142.00㎡ 洋室 42.00㎡ 和室（9.5畳) 26.00㎡ 210.00㎡ 47.60㎡ 54.00㎡ 378.54㎡

洋室 57.84㎡

洋室 55.20㎡

和室（27畳） 66.54㎡

541.58㎡ 洋室 132.50㎡ 洋室 28.98㎡ 洋室 23.19㎡ 184.67㎡ 69.56㎡ 52.17㎡ 188.81㎡

825.34㎡ 大集会室 242.23㎡ 会議室 72.88㎡ 和室 24.85㎡ 339.96㎡ 69.57㎡ 52.18㎡ 322.03㎡

和室 82.92㎡ 研修室１ 16.09㎡

講習室 45.90㎡ 研修室２ 14.40㎡

洋室 144.00㎡

和室（28畳） 72.50㎡

日新公民館

赤松公民館

その他    中会議室    小会議室
計

延床面積 図書室
調  理
実習室

施設名

33.96㎡

33.96㎡

33.96㎡

40.00㎡

神野公民館

西与賀公民館

嘉瀬公民館

巨勢公民館

兵庫公民館

勧興公民館

循誘公民館

久保泉公民館

蓮池公民館

新栄公民館

若楠公民館

開成公民館

諸富町公民館

高木瀬公民館

北川副公民館

本庄公民館

鍋島公民館

金立公民館

富士公民館 2,216.35㎡ 洋室 378.00㎡ 和室(10畳) 31.14㎡ 588.72㎡ 406.08㎡

1,062.90㎡ 359.37㎡2,203.97㎡

洋室

571.60㎡

202.88㎡ 80.74㎡ 54.65㎡28.98㎡

三瀬公民館

南川副公民館

西川副公民館

654.89㎡ 大研修室 132.49㎡ 会議室 41.41㎡ 和室中川副公民館

東与賀公民館 400.97㎡

367.00㎡大詫間公民館

和室
（55畳）
柔道場

108.50㎡

29.37㎡久保田公民館 1,241.78㎡

41.80㎡

43.06㎡

34.00㎡

34.00㎡

54.00㎡

和室（２１畳） 49.20㎡ 洋室

68.00㎡

43.88㎡

19.76㎡

34.00㎡

60.48㎡

46.37㎡

41.60㎡

30.00㎡

35.19㎡

36.00㎡

1,103.57㎡

洋室 208.00㎡ 531.00㎡ 1,947.00㎡ 64.58㎡ 616.65㎡

松梅公民館

37.47㎡

春日公民館 3,227.23㎡

34.70㎡93.20㎡

281.43㎡

洋室 153.20㎡ 43.40㎡ 267.66㎡

1,089.07㎡

集会室 227.50㎡ 386.81㎡ 154.79㎡

40.00㎡ 242.40㎡ 34.80㎡

72.00㎡

75.97㎡

洋室 108.39㎡ 和室 37.28㎡ 201.83㎡ 132.00㎡ 62.06㎡ 816.52㎡

252.50㎡

管理人室事務室

会議室

大会議室

56.16㎡洋室

38.56㎡

48.00㎡

52.40㎡

42.31㎡

36.44㎡

36.72㎡

39.75㎡

38.09㎡

44.36㎡

49.00㎡

50.20㎡

46.62㎡
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【４】その他施設（青少年センター）

形態 面積 形態 面積 形態 面積 形態 面積

多目的室 198.70㎡ 小会議室① 28.10㎡

大会議室 123.80㎡ 小会議室② 30.20㎡

中会議室 49.40㎡ 小会議室③ 32.40㎡

延床面積施設名

953.59㎡52.60㎡2室(合計)95.20㎡2,035.39㎡青少年センター

多目的室、会議室等
ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ

53.50㎡ 24.30㎡ 調理室 63.30㎡ 5室(合計) 47.10㎡ 283.20㎡

音楽室 音楽練習室 その他
実習室 相談室

和室個別学習室

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】生涯学習施設等

形態 面積 形態 面積 形態 面積

星空学習室 61.76㎡

星空資料室 48.80㎡

洋室 216.00㎡

和室（44畳） 108.00㎡

洋室 144.00㎡

洋室 54.00㎡

洋室 36.00㎡

和室（12.5畳） 30.00㎡

洋室 35.40㎡ 和室（10畳） 17.20㎡

洋室 35.40㎡ 　

多目的室 153.91㎡ 233.83㎡ 147.59㎡ 268.47㎡

洋室 37.91㎡

洋室 19.10㎡

【３】コミュニティセンター

形態 面積 形態 面積 形態 面積

和室（24.5畳） 50.54㎡

和室（24.5畳） 48.73㎡

和室（12.5畳） 27.84㎡

洋室 49.93㎡

親子談話室

延床面積

創作室 48.80㎡

視聴覚室
天体ドーム

多目的
ホール

その他

星空学習館 828.82㎡

会議室・研修室 実習室 和室・談話室 図書館
（室）

サークル
室

16.61㎡ 235.92㎡ 360.84㎡37.09㎡ 19.00㎡

施設名

714.41㎡

久保田農村環境改善
センター

1,436.01㎡ 調理室 109.60㎡

111.20㎡ 624.50㎡ 540.40㎡75.40㎡

東与賀農村環境改善
センター

1,439.50㎡ 調理室

24.00㎡

1,276.65㎡
１Ｆコミュニティ

広場を含む
３Ｆ展望室

２Ｆ映像ルーム

展示室含む

施設名

2,204.44㎡
１Ｆスタッフ

ルーム
66.98㎡

器　械

準備室
収納庫

天体観測

ドーム

多目的
ホール

ホール
その他

談話室

佐野常民記念館

富士南部コミュニティ
センター

延床面積
会議室・研修室 実習室

16.48㎡ 242.00㎡ 120.38㎡

富士北部コミュニティ
センター

491.40㎡ 調理研修室 62.00㎡

40.51㎡ 217.42㎡ 128.05㎡574.48㎡ 調理研修室 62.00㎡

（金立教育キャンプ場）

（体育館）

アリーナ

便所棟 炊事場

金立教育キャンプ場 64.80㎡ 30.00㎡ 32.51㎡

施設・設備

その他

テントサイト３０箇所（１２０人分）27.00㎡

研修棟 調理棟

三瀬勤労福祉センター 787㎡

1,221.00㎡

1,449.00㎡

スポーツパーク川副体育センター 1,176.00㎡佐賀勤労者体育センター

大和勤労者体育センター

1,085.00㎡

1,050.00㎡

市立体育館

諸富文化体育館

施設名

アリーナ施設名アリーナ施設名 施設名


